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〈

論
文
要
旨
〉

　
隋
か

ら

唐
代
に

か

け

て

の

中

国
仏
教
に

お

い

て
、

仏
身
・

仏
土
論

特
に

阿

弥
陀
仏
の

仏

格
の

判
定
は、

そ

の

浄
土
に

凡
夫
も
往
生

が

可

　
能
な

の

か

と

の

問
題
と

絡
み、

重
要
な
意
味
を
持
っ

て

い

た。

そ

し

て
、

中
国
法

相
宗
の

祖
で

あ
る

基
の

仏
身
・

仏
土

論
に

つ

い

て

は、

従

来
『

義
林

　
章』
「

仏
土

章
」

な
ど

に

見
ら

れ

る

通

報
化

説
が

注
目
さ

れ、

こ

れ
が

基
の

見
解
で

あ
る

と

さ

れ

る

向
き

が
あ
っ

た
。

だ

が
、

『

義
林
章
』

「

三

身
義
林
」

　
に

は、

複
数
の

経
典
を

根
拠
に

阿
弥
陀
仏
報
身
説
を

強
調
す
る

記
述
が

あ

り、

と

り
わ
け
『

鼓
音
聲
経」

と

『

観
音
授
記

経
』

に

つ

い

て

は
、

基
は

独

　
自
の

視
点
か

ら

こ

れ
ら

の

経
典
の

阿
弥
陀
仏

を
報
身
と

判
定
し

て

い

る
。

そ

の

内
容
は

基
が

弥
勒
信
仰
を

勧
め

る

た
め

に

著
し

た
『

弥
勒
上

生
経
賛
』

　
と

重
な
っ

て

い

る

た

め、

基
の

弥
陀
仏
格
判

定
に

は

彼
の

信
仰
が
深
く

関
係
し

て

い

る

こ

と

が

う
か

が

え

る
。

本
稿
は、

基
が

阿
弥
陀
仏
に

関
し

て

は

　
唯
報
説
を
重
ん

じ

て

お

り、

そ

こ

に

浄
土
教
と

は

異
な

る

視
点
か

ら
弥

陀
報
身
説
を

提
唱
し

た

基
の

独

自
性
が

表
れ

て

い

る
こ

と

を

指
摘
す

る
も
の

で

　
あ
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

仏
身
・

仏
土

論、

法

相
宗、

基
（
窺
基
〉

、

浄
土
教、

『

大

乗
法
苑

義
林
章
』
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問
題
の

所
在

　

隋
か

ら

唐
に

か

け

て
の

中
国
仏
教
で

は
、

仏
身
．

仏
土
論
が

さ

か

ん

に

論
じ

ら

れ

た
。

仏
身

・

仏
土

論
を

中
国
で

最
初
に

整
理

し

た

　
 

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

σ

浄
影
寺
慧
遠
（
五

二一
ニ

ー
五

九
二

年）

は
、

『

大
乗
義
章
』

に

お

い

て

法
身
・

報
身
・

応
身
の

三

身

説
を

提
唱
し

、

す
べ

て

の

仏
は

三

身
を

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

田

備
え

て

い

る

も

の
の
、

浄
土

経
典

の

阿

弥
陀

仏
は

応
身
で

あ
る

と

位
置
づ

け

た
。

応
身
は

凡
夫
、

二

乗
を

救

済
対
象
と

す
る

仏
身
で

、
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寿
命
に

限
界
が

あ
る

な
ど

救
済

能
力
が

限
ら

れ
る

。

ま

た
、

応
身
が

教
化
す
る

応
土
も

、

こ

の

世
と

同
様
に

苦
し
み

が

存
在
す

る

世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

m

と

さ

れ
る

。

阿
弥

陀
仏
と

極
楽
世
界
を
こ

の

よ

う
に

低
位
の

仏

身
・

仏
土
と

し

て

判

ず
る

姿
勢
は

、

慧
遠

以
降

、

天

台
智
顕
（
五

三

个
五

九
八

年
）

や

嘉
祥
吉
蔵
（

五
四

九
−

六一

三
年）

な

ど

聖
道
諸
師
の

著
作
に

も

見
ら

れ

る

こ

と

か

ら
・

当
時
の

仏

教
界
に

お

い

て

主

 

流
を
占
め

て

い

た

と
い

え

る

だ
ろ

う
。

　
こ

れ

に

対
し

て
、

中
国
浄
土

教
は

真
っ

向
か

ら

反
対
し

、

道
綽
（
五

六一

T
六

四

五

年
）

や

善
導
（

六
一

三

−
六

八
一

年）

は
、

報

身
で

あ

り
な

が

ら

凡
夫
を

救
済
す

る

と
こ

ろ

に

阿
弥
陀
仏
の

慈
悲
を

見
い

だ

す
べ

く
、

弥
陀

報
身
説
を

積
極
的
に

打
ち

出
し

た
。

浄

土

教
の

教

え
は

人
々

か

ら

絶
大
な

支
持
を

受
け

、

日

本
に

お

い

て

も

多
大
な

影
響
を

与
え

て

い

る
が

、

そ

れ
は

凡
夫
で

あ
っ

て

も
念
仏
と

い

う

易

行
に

よ
っ

て
、

本
来
は

高
位
の

菩
薩
し
か

見
る

こ

と

の

で

き

な
い

報
身
と

し

て

の

阿

弥
陀
仏
を

見
、

永
遠
の

浄
土
で

あ
る

極
楽
へ

往
生

で

き

る

と
い

う

主

張
が
、

救
い

を

求
め
る

人
々

の

願
い

に

見
事
応
え
て

い

た

か

ら

に

ほ

か

な
ら

な
い

。

仏

身
・

仏
土
論
は

中
国
浄
土

教

が

多
数
あ
る

仏
教
宗
派
の

中
で

独
自
性
を

発
揮
し

た

テ

ー
マ

の
一

つ

で

あ
り

、

浄
土

教
が

人

間
の

救
済
と

い

う

宗
教
上
の

大
目
標
を

果

た

す
上
で

、

非
常
に

重
要
な

教
義
的
意
味
を
持
っ

て

い

た
。

キ

リ

ス

ト

教
と

浄
土

教
と

の

類
似
点
と

し

て

救
済
者
の

愛
（

慈
悲
）

を

考

え

る

時
に

も
、

浄
土
教
に

と
っ

て

は

そ

の

理

論
的

裏
付
け
と

な

る

も

の

で

あ
る

。

だ

が
、

浄
土

教
の

主

張
は

浄
影
寺
慧
遠
以
来
の

説
を

覆
す

も
の

だ
っ

た

た

め
、

仏
身

・

仏
土

論

と

り

わ

け

阿
弥
陀
仏
の

仏
格
の

判
定
に

つ

い

て

は
、

聖
道
門
・

浄
土

門
双

方
か

ら

様
々

な

見

解
が

述
べ

ら

れ
る

こ

と

に

な
っ

た
の

で

あ

る
。

　
こ

の

よ

う
な

状
況
下

、

玄
奘
（
六
〇
二

⊥
ハ

六

四

年
）

が

六

四

五

年
イ
ン

ド

か

ら

帰
唐
し

、

イ
ン

ド

最
新
の

仏
教
学
を

中
国
に

も

た

ら

し

た
。

こ

れ

を

受
け

て
、

玄
奘
の

弟
子
基
（

六

三

ニ

ー
六
八

二

年）

が

瑜

伽
行
唯
識
学
派
の

教

説
を
整
理

し
、

中
国
法
相
宗
を

成
立
せ

し

め

た
。

当
時
最
先
端
の

仏
教

学
を
修
め

て

い

た

基
の

仏
身

・

仏
土

論
や

、

阿
弥
陀
仏
の

仏
格
の

判
定
に

つ

い

て

は
、

と

り
わ

け

基
の

撰

N 工工
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基 の 仏身 ・仏土論

述
と

伝
え

ら

れ

る

『

阿

弥
陀
経
疏
』

や

『

西

方
要
決
』

の

真
偽
問
題

に

か

か

わ

る

た
め

、

多
く
の

先

学
に

よ
っ

て

研
究
が

な
さ

れ
て

き

た
。

日

本
で

は
、

古
く

は

鎌
倉
時

代
（
＋
二

世
紀）

に

編
纂
さ

れ

た

『

唯
識
論
同
学
鈔
』

（
以

下
『

同
学
鈔
』

と

略
す）

の

巻

第
六
八

に

お

い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ユ　

て
、

「

安
養
報
化
」

と

の

項
が

設
け

ら

れ
、

西
力
浄
土
に

対
す

る

基
の

解
釈
が

議

論
の

対
象
と

な
っ

て
い

る
。

『

同
学
鈔
』

で
は
、

西

方

浄
土
は

報
土
に

限
定
さ

れ

る

と
い

う

唯
報
説
と
、

同
じ

浄
土
に

つ

い

て

菩
薩
は

報
土

を
、

凡
夫

は

化
土
を

見
る

と
い

う
通

報
化

説
の

双

方
が

基
の

著
作
に

見
ら

れ

る
こ

と

に
つ

い

て
、

「

答
う

。

宗
家
は

處
處
に

二

釋
を

作
す

。

一

に

は

云

く

唯
報
の

佛
土

な

り
。

二

に

は

云

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ユへ

く

化
土
に

通
ず
る

な
り

。

其

の

中
、

唯

報
の

土
の

釋、

宗
家
の

所
存
の

實
義
な

り

と

見
た

り
。

」

と

の

回

答
が

示
さ

れ

て

い

る
。

当

時

の

日

本
法

相
宗
で

も
基
の

弥

陀
身
土
論
に

つ

い

て

疑

問
が

あ
り

、

『

同
学
鈔
』

の

編
者
は

そ

れ

に
一

応
の

決
着

を
つ

け

よ

う
と

し

た

こ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
〔
3）
　

　
　

　

　
　

　
（
4）

と

が

う
か

が

え
よ

う
。

近
年
で
は

、

こ

の

『

同
学
鈔
』

の

記
述
を

再

検
討
す

る
べ

く
、

望
月

信
亨
や

佐
々

木
月

樵
ら

が

基

の

仏
身
・

仏

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
冖、
5〕
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

へ
6V
　
　

　

　
　

　

（
7＞

土
論
を

研
究
し

、

望
月
は

最

終
的
に

基

は

唯

報
説
に

重
き

を

置
い

て

い

る

と

判
定
し
た

。

一

方
、

大
南
龍
昇

、

齊
藤
舜
健
ら

は
、

基
の

著

作
で

あ
る

『

大

乗
法

苑
義

林
章
』

〔
以

下
「

義
林

章
』

と

略
す
）

や
、

偽
撰

説
が

根
強
い

も

の

の

同
じ

く

基

撰
と
さ

れ

る

『

阿

弥
陀

経

疏
』

に

お

い

て

通

報
化

説
を

容
認
す
る

文
章
が

散
見
さ

れ
る

点
に

注
目
し
、

基
が

通

報
化
の

立
場
を

取
っ

て

い

る
と

し

た

上
で
、

そ

の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ハ
き　

他
の

文

献
の

真
偽
を
考
察
し

て
い

る
。

　
こ

の

よ

う

に
、

各
文
献
を

比
較
し
た

研
究
が

進
め

ら

れ

て

き

た
の

だ

が
、

基
の

仏
身
・

仏
土
論
を

よ

り

総

合
的
な

見
地
か

ら

理
解
し

た

上
で
、

個

別
の

問
題
点
を

論
ず

る

研
究
は

決
し

て

多
い

と

は

言
え

な
い

。

そ

こ

で

筆

者
は

、

基
の

真
撰
で

あ

る
こ

と

が

確
実
と

さ

れ

る

『

義

林
章
』

「

三

身
義
林
」

及

び
『

観
弥

勒
上
生

兜
率
天
経
賛
』

（

以
下
『

弥
勒
上
生

経
賛
』

と

略
す）

を

中
心

に

据
え

、

基
の

著

作
を

よ

り

詳
細
に

検
討
す

る

こ

と

に

よ

り
、

基

の

仏
身
観
に

お

い

て

阿
弥
陀

仏
を

ど

の

よ

う
に

位
置
づ

け

て

い

た

の

か
、

改
め

て

考
察
し

て

み

た

い

と

思
う

。
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二

　
基
の

仏
身

．

仏
土
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
1
　
『

義
林
章
』

「

三

身
義
林
」

に

見
る

法

相
宗
の

仏
身

・

仏
土
論
の

概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
基
の

仏
身

・

仏
土

論
は、

『

義
林
章
』

の

「

三

身
義
林
」

お

よ
び

「

仏
土

章
」

に

ま

と

め

ら

れ
て

い

る

が
、

そ

の

基

盤
と

な
っ

て

い

る
の

は

法

相
宗
の

根

本
聖
典
で

あ

る

『

成
唯
識
論
』

、

そ

し

て

玄

奘
が

訳
出
し

た

『

仏

地
経
論
』

、

『

摂
大
乗
論
』

な

ど

唯

識
学
派
の

論

師
た

ち
に

よ

る

論
書
で

あ
る

。

『

義

林
章
』

は
こ

れ

ら

の

書
か

ら

必

要
な

部

分
を

引
用

し
つ

つ
、

仏
身

・

仏
土
の

定
義
を

行
っ

て

い

る

の

だ

が
、

こ

こ

で

は

「

義
林
章
』

コ

ニ

身
義
林
」

の

内
容
に

沿
っ

て
、

基
が

考
え
て

い

た

仏
身
論
の

概
観
を

見
て

お

く
こ

と

に

す

る
。

　
「

三

身
義
林
」

で

は
、

仏
身
と

し
て

三

種
類
を

挙
げ
る

。

ま

ず
第
一

の

仏

身
に

つ

い

て

は
、

　
　

佛
地
論
に

説
く

。

自
性
と

は

即
ち

是
初
め

の

自
性
身
な
り

。

體
常
に

し

て

不
變
な

れ

ば

自
性
身
と

名
つ

く
と

。

成
唯
識
に

言
う

。

　
　
是
「

切
法
の

平

等
の

實
性
な

り

と
。

無

性
の

攝
論
の

第
九
卷
に

言
う

。

假
の

所
立
に

非
ざ
る
が

故
に

自
性
と

名
つ

く
。

餘
身
の

如

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　ハ
ヱ

　
　
く
合
し

て

集
成
す
る

に

は

非
ざ
る

が

故
に

。

是
依
止
せ

る

所
の

故
に

名
づ

け

て

身
と

爲
す
と

。

と

述
べ

、

『

仏
地
経
論
』

、

『

成
唯
識
論
』

、

無

性
の

『

摂
大
乗
論
釈
』

を

引
用
し
、

慧
遠
の

法
身
同
様

、

恒
常
不
変
の

真
如
を

自
性
身
で

あ
る

と

し

て

い

る
。

　
次
に

第
二

の

仏
身
に

つ

い

て

は
、

　
　

佛
地
論
に

説
く

。

受
用
と

は

即
ち

是
次
の

受
用
身
な
り

。

能
く
自
・

他
を
し

て

種
種
の

大
法

樂
を

受

用
せ

し

む

る

が

故
に

と
。

此

　
　
の

義
は

總
じ
て

自
・

他
の

受
用
す

る

身
な
る

を
顯
ら

か

に
せ

ば
、

竝
に

受
用
身
と

名
つ

く
。

自
受

用

身
は

自
ら

法
樂
を

受
く

。

他

　
　
受
用
身
は

他
を

し
て

受
用
せ

し

む
。

成
唯
識
に

説
く

。

自
受
用
身
は

恒
に

自
ら

廣
大
な

る

法

樂
を

受

用
す

。

他
受

用

身
は

十
地
の

N 工工
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基 の 仏身 ・仏土論

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　　
　ね

　

　

衆
の

爲
に

通
を
現
じ

法
を

説
き

て
、

衆
の

疑
網
を

決
し

て

他
を

し
て

受
樂
せ

し

む

と
。

此
の

二

種

を
合

し
て

受
用

身
と

名
つ

く
。

と

述
べ

、

み

ず
か

ら

法
楽
を

受
用

す
る

自
受
用
身
と

、

十
地
の

菩
薩
の

た

め

の

身
体
で

あ

る

他
受

用
身
を
合

わ
せ

て
、

受
用

身
と

し
て

い

る
。

　

第
三

の

仏
身
に

つ

い

て

は
、

　

　

佛
地
論
に

説
く

。

變
化
と
は

即
ち

是
後
の

變
化
身
な

り
。

衆
生

を
安
樂
し

利
益
せ

ん

と

欲
す

る

が

爲
に
、

種
種
の

變
化
の

事
を

示

　

　
　
　

　
　
　

　　
　　

　

　

現
す
る

が

故
に

と
。

と

述
べ

、

衆
生

利
益

の

た

め

に

様
々

に

変
現
す

る

仏
を

変
化
身
と

定
義
し

て
い

る
。

な
お

、

「

三

身
義

林
」

で

は

引
用

さ

れ

て

い

な
い

が
、

『

成
唯

識
論
』

で

は

変

化
身
に

つ

い

て
、

　

　

淨
穢
土
に

居
し

て

未
登
地
の

諸
の

菩
薩
衆
と

二

乘
と

異

生
と
の

爲
に
、

彼
の

機
の

宜
し

き
に

稱
い

て

通

を

現
じ

、

法
を
説
き

て
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ロリ

　

　

各
に

諸
の

利
樂
の

事
を

獲
得
せ

し

む
。

と

あ

り
、

変
化
身
が

二

乗
と

凡
夫
の
た

め
の

仏
身
で

あ
る
こ

と
は

明
ら
か

で

あ
る

。

　

以

上

の

自
性
・

受

用
・

変
化
の

三

身

説
と

、

そ

れ
に

対
応
す
る

仏
土
を

基
は

自
身
の

仏
身

・

仏
土
論
と
し

て

考
え
て

い

た
。

法

相
宗

に

お

い

て

は
、

自
性

身
は

真
如
を

、

自
受
用

身
は

八

つ

の

識
が

転
じ

て

得
ら

れ

る

四

智
を

体
と

し
、

他
受
用
身
と

変
化
身
は

そ

れ

ぞ

れ

平

等
性
智
と

成
所
作

智
に

よ
っ

て

現
し

出
さ

れ

た

も
の

と

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

に

よ

れ
ば

、

す
べ

て

の

仏
は

三

身
を
備
え

て

い

る

の

で

あ
り

、

相
手
の

機
根
に

応
じ

て

十
地
の

菩
薩

で

あ

れ

ば

他
受
用
身
を

、

凡
夫
と

二

乗
に

は

変
化

身
を
現

す
の

で

あ
る

。

　

ま

た
、

基
は

こ

れ

ら
の

三

身
が

客
観
的
に

区
分
さ

れ

た

も

の

で

は

な

く
、

仏
を

認

識
す
る

主

観
に

お

け
る

区
分
に

過
ぎ
な
い

こ

と

も

述
べ

て

い

る
。

即
ち
、

「

三

身
義
林
」

の

第
四

因
起
果

相
に

お

い

て

121 （749）
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然
る

に

此
の

三

身
は
、

定
め

て
一

異
と

す
る

に

は

非
ず

。

自
受
用
身
は

自
身
の

相
爲
り

。

法

身
は

即
ち

是、

此
の

身
の

理

性
な

　
　
り

。

理

智
深

妙
に

し
て

餘
の

知
る

所
に

非
ず

。

三

乘
は

麁
を

見
れ

ば、

立
ち

て

變
化
と

名
つ

く
。

十
地
は

細
を

見
れ
ば
、

他
受
用

　
　
身
と

名
つ

く
。

見
不

同
に

し

て

性
相
殊
異
な

る
に

由
り
て

、

徳
義
の

聚

集
分
ち
て

三

身
を
成
ず

。

有
情
各
別
な

れ

ば
、

自
體
の

立

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
13）

　
　
ち
て

三

種
と

爲
す

が

如
く
に

は

非
ず

。

と

述
べ

、

三

身
は
一

つ

で

も

異
な
っ

て

い

る

の

で

も

な

く
、

仏
が

自
身
を

見
た

場
合
に

は

自
受
用

身
と

言
い

、

そ

の

理

性
が

法

身
で

あ

り
、

三

乗
が

見
れ

ば

変

化
身
と

言
い

、

十
地
の

菩
薩
が

見
れ

ば

他
受
用

身
と

い

う
の

で

あ
っ

て
、

異
な

る

体
と

し

て

の

三

身
が

存
在
し

て
い

る

の

で

は

な
い

と

し
て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

こ

の

よ

う

な

仏
身
論
に

よ

れ
ば

、

基
が

通
報
化
の

立

場
に

立
っ

て
い

る
こ

と
は

疑

う
余
地
が

な
い

。

　
な

お
、

仏
土

は

仏
身
に

依
っ

て

い

る

の

で
、

こ

こ

で

は

仏
土

論
は

割
愛
し

た
。

　
2
　
『

義
林
章
』

「

仏
土

章
」

に

み
る

弥
陀
唯
報
説
と

弥
陀
通

報
化
説

　
基
の

仏
身
論
の

概
論
は

確
認
し

た
が
、

そ

の

中
で

阿
弥

陀
仏
を
い

か

に

解
釈
す
る

か

に

つ

い

て

は
、

従
来
『

義
林
章
』

巻
第
七
「

仏

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
14〕

土
章
」

の

記
述
が

注
目
さ

れ
て

き

た
。

こ

の

箇
所
は

齊
藤、

大
南、

望
月、

神
子

上

恵
龍
ら

の

論

文
に

も

必

ず
言
及
さ

れ
て

い

る

た

め
、

ま
ず
は

こ

れ

を

見
て

み
た

い
。

基
は

「

仏
土

章
」

を

八

門
に

分
け

、

第
三

門
で

浄
土
に

生
ま

れ

る

因
を

挙
げ
て

ゆ

く
。

そ

の

最
後

に

『

観
無
量

寿
経
』

（
以

下
『
観
経
」

と

略
す）

に

説
か

れ

た

説
を

取
り

上

げ
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
　
觀
經
の

説
く

所
に

、

諸
の

觀
及
び

父
母

等
を
孝
養
せ

る
こ

と
、

乃
至

十
念
は

淨
土
の

因
爲
り

と

は
、

此
に

二

義
有
り

。

一

に

は

云

　
　
く

、

攝
大
乘
等
に

准
る
に

、

西
方
は

乃
ち

是
他
受
用

土

な

り
。

觀
經
に

自
ら

言
う

。

阿
韓
拔
致
の

不
退
の

菩
薩

、

方
に

生

ず
る

こ

　
　
と

を

得
る

が

故
に

と
。

少
な
る

善
根
の

因
縁
を

以

て

生
ず
る
こ

と

を

得
る
に

は

非
ざ
る

が

故
に

と
。

無
著

、

天

親
の

淨
土

論
に

言

〔750） 122
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う

。

女

人、

根
缺

、

二

乘
種

等
は

皆
生

ぜ

ざ

る
が

故
に

と
。

攝
大

乘
に

云

う
。

唯
だ
願
の

み
に

由
り

て

方
に

乃

ち

生
ず
る

こ

と

を

　
　
得

る
に

は

非
ず

。

別
時
の

意
な

る
が

故
に

。

一

錢
の

貨
を
以
て

千
錢
を

得
る

が

如
し

。

別
時
に

て

方
に

得
。

今
即
ち

得
る

に

は

非

　
　
ず
と

。

十
念
往
生

も
亦

復
た

是
の

如
し

。

十
念
は

因
爲
る

も、

後
に

方
に

漸
く
生
ず

。

十
念
に

由
り

て

死

後
に

即
ち

生
ず
る

に

は

　
　
非
ず

。

懈
怠

を
除

か

ん

が

爲
に

、

善
を

修
め

ざ

る

者
に

其
の

念
を

せ

し

む
。

佛
は

十
念
の

因
に

て

淨
土
に

生
ず

と

説
く
が

故
に

。

　
　
又

阿
彌

陀
佛
の

身

量
を

説
く

に
、

豪
相
は

五

須
彌
の

如
し

。

他
受
用
に

非
ざ

れ

ば

何
の

容
を
か

乃
ち

爾
と

せ

ん

や
。

又

觀
音
授
記

　
　
經
に

言

う
。

阿
彌

陀
佛
滅
度
の

後、

觀
音
菩
薩
次

に

當
に

補
處
す
べ

し

と
。

十
地
の

大
形
、

當
に

補
處
す
べ

し
と

説
く

。

他
受
用

　
　
に

非
ざ

れ
ば

是
何

の

佛
な
る

や
。

二

に

は

云

く
、

西
方
は

報
・

化
の

二

土

に

通
ず

。

報
土

の

文

證
は

前
に

説
く

所
の

如
し

。

化
土

　
　
の

證
と

は
、

鼓
音

王

經
に
云

う
。

阿
彌
陀
佛、

父

は

月
上
と

名
づ

け
、

母
は

殊
勝
妙
顏
と

名
つ

く
。

子
有
り、

魔
有
り

。

亦
調
達

　
　
有
り

。

亦
王

城
有
り
と

。

若
し

化
身
に

非
ざ

れ

ば
、

寧
ぞ

此
の

事
有
ら

ん
。

故
に

觀
經
に

説
く

。

九
品
生

中
に
、

阿
羅
漢

、

須
陀

　
　
疸

等
有

り
と

。

故

に

彼
に
生

ず
る

者
は

通
じ

て

三

乘
有
り

。

其
の

土

は

是
報
・

化
の

二

土

に

通
ず

。

若
し

前
解
に

依
ら

ば
、

此
は

　
　
是

他
受

用
身
の

示

現
な

り
。

亦
父
母
王

國
有
る

も
、

實
に

は

即
ち

之

無
し

。

實
に

は

女

人
、

惡

道
の

怖
等
無
し

。

九

品
生
中
の

阿

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ　

　
　
羅

漢
等
は
、

彼
の

名
を

借
り

て

説
く

。

實
に

は

是

菩
薩
な

り
。

二

釋
は

情
に

任
せ

て

取
捨
し
、

意
に

隨
う

べ

し
。

こ

こ

で

基
は

念
仏
な

ど

に

よ
っ

て

西
方
浄
土

に

往
生
で

き

る

と

す

る

『

観
経
』

の

教
え
に

つ

い

て
、

二

つ

の

解
釈
を
挙
げ
て

い

る
。

　

第
一

は

西

方
浄
土
を

報
土

に

限
定
す

る

立

場
で

あ
り

、

『

観
経
』

（
正
し
く

は
「
阿
弥

陀
経
』

で

あ
る）

、

『

往
生
論
』
、

『

摂
大
乗
論
』

お

よ

び

『

摂

大
乗

論
釈
』

、

『

観
世
立
日

苙
口

霙
記
経
』

（

以
下
『

矍
．

授
記
経
』

，
略

三

を

そ

の

根

拠
と

す
る

。

．

」

れ

ら

の

籃ハ
．

垂
日

の

内
容

侃

お

よ
び

、

そ

れ

を

報
身

・

報
土
の

根
拠
に

用
い

る

理

由
に
つ

い

て

は
、

後
に

検
討
す
る

た

め

こ

こ

で

は

詳
し

く

述
べ

な
い

。

西
方

浄
土

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵬

を

報
土
と

す

る
の

は
、

通
常
浄
土

教
の

主
張

と

考
え

ら

れ
が

ち
で

あ
る
が

、

そ

の

浄
土

教
が

批

判
し

て

き

た

『

摂
大
乗
論
』

の

別

時
意
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説
を

根
拠
の
］

つ

と

し

て

い

る

点
か

ら
見
て

も
、

こ

の

唯
報
説
が

浄
土
教
と

は

別
の

立
場
か

ら

な
さ

れ

て

い

る

こ

と

は

明
ら

か

で

あ
ろ

う
。

　

第
二

は

西
方
浄
土

が

報
土
と

化
土
の

双

方
に

通
じ

る

と

す
る

通

報
化

説
で

あ
り

、

第
一

釈
を

報
身

・

報
土
の

証
と

し
、

『

鼓

音
聲
陀

羅

尼
経
』

（

以

下
『

鼓
音
聲
経
』

と

略
す）

に

阿

弥
陀
仏
の

家
族
な

ど

が

説
か

れ
て

い

る

点
を

化

身
・

化
土

の

根
拠
と

す
る

。

ま

た
、

『

観

経
』

に

三

乗
の

存
在
が

説
か

れ
て

い

る
こ

と

も、

そ

の

理

由

の
一

つ

で

あ
る

。

　

基
は
こ

の

二

説
を

紹
介
し
た

上
で
、

「

若
し

前
解
に

依
ら
ば
」

と
一

言
述
べ

て
、

『

鼓
音
聲

経
』

の

父

母
な

ど
や

『

観

経
』

の

阿
羅
漢

な

ど

を
仏

．

菩
薩
の

化
作
と

解
釈
し

、

こ

れ
ら

の

記
述
も

西

方
浄
土

報
土

説
の

根
拠
に

し

う
る

こ

と

を

付
け

加
え
た

上
で

、

ど

ち

ら

の

説
を
と

る

か

は

各
自
の

好
み

に

従
っ

て

よ
い

と

ま

と

め

て

い

る
。

　
こ

こ

で

基
が
、

自
ら
の

立

場
が

ど

ち

ら

で

あ
る

か

明
言
し

て
い

な
い

こ

と

か

ら
、

い

ず
れ

が

基

の

真
意
で

あ
る

か

が

研
究
者
の

間
で

問
題
と

さ

れ

て

き

た
。

先
に

も

述
べ

た

と

お

り
、

『

成
唯
識
論
』

な

ど

に

基
づ

く

法
相

宗
の

仏
身

・

仏
土
論
は

通
報
化
説
で

あ

る
。

よ

っ

て
、

基

が

第
二

釈
を
認
め

て

い

た

と

す

る

見
方
は

十
分
可

能
で

あ
り
、

『

阿
弥

陀
経
疏
』

に

お

い

て
、

「

若
し

登
地

の

菩
薩
な

れ

ば

佛

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　　

の

受
用
身
を

見
る

。

若
し

地
前
の

菩
薩

、

凡
夫

、

二

乘
な

れ

ば

變
化
身
を

見
る

。

」

と

積
極
的
に

通
報

化
説
が

取
ら

れ

て
い

る

こ

と

と

一

致
す
る

点
か

ら
、

大
南
や

齊
藤
は

『

阿
弥
陀
経
疏
』

が

基
撰
と

伝
え

ら

れ

て

き

た
こ

と

の

根
拠
の
一

つ

と

し

て
、

こ

の

箇
所
を

扱
っ

　

　バ
リ　

て

い

る
。

ま

た

佐
々

木
と

大
南
は
、

『

西
方
要
決
』

を
著
し
た

背
景
と

し

て

こ

の

通
報
化
説
が

あ
り、

基
は

化
土
へ

の

凡
夫
西

方
往
生

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
18）

を

認
め

て

い

た

以

上
、

浄
土

に

関
す
る

著
作
を

著
し

て

も

不

思
議
で

は

な
い

と

し

て

い

る
。

　
こ

れ

に

対
し
、

望
月
は

『

義
林
章
』

の

他、

『

弥
勒
上
生

経
賛
』

の

記

述
を

合
わ
せ

て

考
察
す

る

と
、

基
は

第
→

釈
の

唯
報
説
を

取

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
19V

っ

て

い

る

と

『

支

那
浄

土

教
理
史
』

に

お

い

て

述
べ

て

い

る

が
、

こ

の

説
は

現
在
で

は

あ
ま

り

顧
み

ら

れ
て

い

な
い

よ

う
に

思
わ

れ

（752｝ 124
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基の仏身 ・仏土論

る
。

し

か

し
、

上

記
に

引
用
し

た
二

釈
の

う

ち
、

第
二

釈
の

根
拠
と

な
っ

て

い

る

『

鼓
音
聲
経
』

と

『

観
経
』

に

つ

い

て
、

最
後
に

基

が

第
一

釈
の

根
拠
と

も

し

う
る
こ

と

を

示

唆
し

て

い

る

こ

と
、

ま

た

浄
影
寺
慧
遠
ら

が

阿
弥

陀
仏
化
身

説
を

唱
え

た

際
に

引

用
し
た

『

観
音
授
記
経
』

を

唯

報
説
に

用
い

て

い

る

点
な

ど

か

ら

考
え

れ

ば
、

第
一

釈
は

基
が

独
自
の

発
想
に

基
づ

き

紹
介
し
て

い

る

説
と

し

て
、

よ

り

詳
し

く

考
察
す

る

価
値
が

あ
る
と

言
え

よ
う

。

よ
っ

て
、

次
に

『

義

林
章
』

「

三

身

義
林
」

と

中
心
と

し

た
、

基
の

阿
弥

陀

仏

観
を

見
て

い

く
こ

と

に

す

る
。

　
3
　
『

義
林
章
』

「

三

身
義
林
」

に

お

け
る

基
の

阿
弥
陀
仏
観

　

従
来

、

「

義

林
章
』

に

お

け

る

基
の

阿
弥

陀
仏
観
に

つ

い

て

は
、

先
に

引
用
し

た

「

仏
土

章
」

の

ご

く
一

部
だ

け

が

注
目
さ

れ

研
究

さ

れ

て

き

た
。

し

か

し
、

望
月
は

『

支

那
浄

土

教
理
史
』

に

お

い

て
、

「

三

身

義
林
」

に

も

阿

弥
陀
仏
に

関
す

る

記
述
が

あ
る
こ

と

に

　
　
　
　
　（
20）

言
及
し

て

い

る
。

そ

の

内
容
に

つ

い

て
、

望

月
は

ほ

と

ん

ど

触
れ
て

い

な
い

が
、

こ

れ

を
検
討
す
る

こ

と

は

先
の

「

仏
土

章
」

の

第
一

釈
を

理

解
す

る

上

で

欠

か

せ

な
い

こ

と

か

ら
、

こ

こ

で

は

「

三

身
義

林
」

の

中
で

も

特
に

阿
弥
陀
仏
に

関
し
て

ま
と

ま
っ

た

記
述
が

さ

れ

て

い

る
、

第
四

因
起

果
相
の

内

容
を

考
察
す
る

。

　
a

　
『

観
経
』

に

対
す
る

解
釈

　

第
四

因
起
果
相
は

、

仏
身
の

因
と

そ

の

果
で

あ

る

仏
身
の

様
相
に

つ

い

て

述
べ

た

項
目
で

あ
る

。

基
は

そ

こ

で

他
受

用

身
の

相
に

つ

い

て
、

阿
弥
陀
仏
を
例
に

挙
げ
て

次
の

よ

う

に

述
べ

て

い

る
。

　
　
其
の

宜

し

き

所
に

隨
い

て
、

十
地

の

衆
の

爲
に

、

積
漸
轉
大
し

て

他
受
用
身
を

現
ず

。

初
地
は

佛
の

百
葉

花
に

坐
す
を
見
る

。

即

　
　
ち

是
百

大
千
界
と

稱
可
す

。

且
れ

阿
彌

陀
佛
の

眼

は

四

大
海
水
の

如
し

。

眉
間
の

豪
相
は

五

須
彌
山
の

如

し
。

身
は

高
さ

六

十
萬

　
　
億
那
由

他
恒
河
沙
由
旬
な

り

と
は

、

應
に

是

初
地
の

菩
薩
の

所
見
な

る
べ

し
。

二

地
は

佛
の

千
葉
花
に

坐

す
を

見
る

。

乃
至

十
地

125 ｛753）
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（
21）

　
　
の

所
見
轉
大
す

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
鵬

こ

こ

で

書
か

れ

て
い

る

阿
弥
陀
仏
の

相
と

は
、

『

観
経
』

の

第
九
観
で

念
ず
る

内
容
と

し
て

、

　
　
佛
身
の

高
さ

・

六

＋

驀
那
由

他
恒
河
沙
由
旬
な

窺

眉
間
の

白

毫

右
に

旋

り
て

宛
轉
し

・

五

須
彌
山
の

如
し

・

佛
眼
は

清
淨

圏

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
22〕

　
　
に

し
て

四

大
海
水
の

如
く

、

清
白
分
明
な

り
。

と

説
か

れ
て

い

る

の

に

合
致
し

て
い

る
。

ま

た
、

「

仏
土
章
」

の

第
一

釈
に

お

い

て
、

「

又

阿
彌
陀
佛
の

身
量
を

説
く
に

、

豪
相
は

五

須

彌
の

如
し

。

他
受
用

に

非
ざ

れ

ば

何
の

容
を
か

乃
ち

爾
と
せ

ん

や
」

と

基
が

述
べ

て

い

る

の

は
、

こ

の

「

三

身

義
林
」

の

箇
所
に

基
づ

い

た

主

張
で

あ
ろ

う
。

　
よ
っ

て
ま

ず
、

基

は

『

観
経
』

に

説
か

れ

る

阿
弥
陀
仏
の

相
を、

初
地
の

菩
薩
が

見
る

他
受
用
身
で

あ
る
と

考
え

て

い

た
こ

と

が

わ

　〔
23）

か

る
。

　
b
　
『

鼓
音
聲
経
』

に

対
す
る

解
釈

　
『

観
経
』

の

阿
弥
陀
仏
を

他
受
用
身
と

し

た
箇

所
に

続
い

て
、

基
は

他
受
用

身
に

も
仮
の

父
母
な
ど

が

お

り、

こ

れ

は

仏
・

菩
薩
の

化
作
で

あ

る
と

主

張
す

る
。

　
　

此
の

他
受

用
は

父
母

有
り
て

亦
受
生
を

現
ず
と

雖
も

、

先
ず
天

に

處
し

て

方
に

下
り
て

佛
を

成
ず
る

に

は

あ
ら

ず
。

鼓
音
王

經
に

　
　

説
く

。

阿
彌
陀
佛、

父

は

月
上
と

名
づ

け、

母
は

殊
勝
妙
顏
と

名
づ

け
、

子
は

月
明
と

名
づ

け、

奉
事
の

弟
子
は

無
垢
稱
と

名
づ

　
　
け
、

魔
王

は

無
勝
と

名
づ

け
、

調
達
は

寂
と

名
つ

く
と

。

無
量

壽
論
に

云
く

。

女
人
・

及
び
根
缺
と

、

二

乘
種
は

生
ぜ

ず
と

。

既

　
　
に

是
報
土
な

れ
ば

實
の

女
人

無
し

。

佛
及
び

菩
薩
の

化
し

て

母
等
と

爲
す

。

分
段
身
を

化
す

る
が

故
に

此
の

相
を

現
ず

。

變
易
身

　
　
を

化
す

と

は

未
だ

誠

説
を

見
ず

。

法

花
經
中
に

説
く

。

大
迦
葉
當
の

佛
を

成
ず
る

時
、

魔
事
有
る

こ

と

無
し

と
。

魔
及
び

魔
人
は

N 工工
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基の仏身 ・仏土論

　
　

皆
佛
法
を

護
る

。

尚
お

此
の

相
有
り

。

況
ん

や

報
土

中
に

實
の

魔

事
有
ら
ん

や
。

然
れ

ば

大
菩
薩
の

化
し

て

魔
王

と

爲
す

。

他
受

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
ゆ　

　
　

用
を

障
ぎ

し

時
現
ず
る
こ

と

之

有
り

。

『

鼓
音
聲
経
』

は

西
方
安
楽
世
界
の

阿

弥
陀
仏
に

家
族
な

ど

が
い

る

と

説
く

経
典
で
、

『

安
楽

集
』

お

よ

び

迦
才
の

『

浄
土

論
』

に

そ
の

名
が

見
え

、

道

綽
が

『

鼓
音
聲
経
』

の

阿
弥
陀
仏
を
化
身
と

判
断
し

て

い

る
こ

と

か

ら
、

隋

代
以

降
阿

弥
陀
仏
化
身
説
の

根
拠
の
一

つ

　
　

　
　
　
　

　
　
　

（
25）

と

さ

れ

て

い

た

と

思
わ

れ
る

。

　
基
は
こ

こ

で
、

『

鼓
音
聲
経
』

に

説
か

れ

る

阿
弥
陀
仏
の

母
や

魔
王
な

ど

は

真
実
の

存
在
で

は

な

く
、

仏
や

菩
薩
の

化
作
で

あ
る
と

し
て

い

る
が

、

こ

れ
と

類
似
し

た

記
述
が

『

仏
地

経
論
』

に

も
見
ら

れ

る
。

即
ち

、

『

仏
地
経

論
』

で

は

『

仏

地
経
』

が

説
か

れ
た
浄

土
に

声
聞
な

ど

が
い

る

こ

と

に

関
連
し

て
、

こ

の

仏
土
は

他
受
用

土

か

変
化
土

か

と

の

問
い

が

立
て

ら

れ
、

　
　

有
る

義
は

此
の

土

は

受

用

土
の

攝
な

り
。

此

の

經
を

説
き

し

佛
は

是

受
用
身
な

り
。

（
略
）

是
受
用
土

及
び

受
用

身
な
れ

ば
、

聲

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
あ　

　
　

聞
等
の

衆
は

是
佛
の

化
作
な

り
。

或
は

諸
菩
薩

、

此
の

身
を

現

作
す

。

佛
土

と

説
法
會
と

を

莊
嚴
す

る

が

故
に

。

と

し

て
、

他
受
用

の

身
土
と

解
釈
し

た

場
合
に

は
、

声
聞
な

ど

は

仏
・

菩

薩
の

化

作
で

あ
る

と

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

　
ま

た
、

「

仏
土
章
」

で

は
、

基
は

浄
土
に

い

る

眷
属
に

つ

い

て
、

　
　
無
量
壽
經
に

亦
言
う

。

命
命
鳥
等
は

皆
是
阿
彌
陀
佛
の

化
作
す
る

所
な

り
と

。

化
し

て

二

乘
と

爲
す

。

淨

土
を

莊
嚴
す
る

も
亦
復

　
　
た

是
の

如
し

。

變
化
土

中
に

は

亦
眞
實
の

八

部
を

以

て

輔
翼
と

す
。

他
受
用
土

に

は

菩
薩
を
眞
と

爲
す

。

二

乘
と

八

部
と

は
皆
權

　
　
現
と

爲
す

。

是
眞
實
に

中
に

生
ず
る
こ

と

を

得
る

に

は

非
ざ
る
が

故
に

。

變
化
土

中
に

は
二

乘
と

八

部
と

は

皆
是
眞
實
と

す
。

十

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

オ　

　
　
地
の

菩

薩
は

皆
權
迹
と

爲
す

。

と

述
べ
、

変
化
土

中
で

は

大

菩
薩
は

化
身
で

あ
り

、

他
受
用
土

中
で

は

二

乗
や

八

部
衆
な

ど

は

仏
や

菩
薩
の

化
作
で

あ
る

と

し

て

い
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る
。

　
こ

の

よ

う
に

、

基
は

道
綽
も

化
身
と

考
え
た

『

鼓
音
聲
経
』

の

阿
弥

陀
仏
に

つ

い

て
、

報
身
と

し

て

理

解
し

う
る

こ

と

を
示
し

た
。

こ

れ
は

、

先
の

「

仏
土

章
」

の

第
二

釈
の

後
に

「

若
し

前
解
に

依
ら

ば
、

此
は

是
他
受
用
身
の

示

現
な

り
」

と

し
て

、

『

鼓
音

聲
経
』

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
28V

を

第
一

釈
の

立

場
か

ら

も
解
釈
で

き

る

と

し

た
こ

と

に
一

致
し
て

い

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　ハ
の　

　
ま

た
、

そ

の

理
由
の
一

つ

と

し
て

世
親
の

『

往
生

論
』

に

「

女
人
及
び

根
缺
と

二

乘
種
と

は

生
ぜ

ず
」

と

の

偈
が

説
か

れ

て

い

る

こ

と
が

挙
げ
ら

れ

て

い

る

が
、

こ

れ
も

第
一

釈
に

お

い

て
、

「

無
著、

天
親
の

淨
土
論
に

言
う

。

女

人
、

根
缺

、

二

乘
種
等
は

皆
生
ぜ

ざ

る
が

故
に

と
」

と

述
べ

、

唯
報
説
を

補
強
し

て

い

る

箇
所
に

重
な

る
こ

と

が
わ
か

る
で

あ
ろ

う
。

　
c

　
『

観
音
授
記
経
』

に

対
す
る

解
釈

　
と

こ

ろ
で
、

基
は

『

義
林
章
』

に

お

け

る

『

鼓
音
聲
経
』

の

解

釈
の

中
で

、

「

先
ず
天
に

處
し
て

方
に

下
り

て

佛
を

成
ず
る

に

は

あ

ら

ず
」

と

述
べ

て

い

る

が
、

こ

の

趣
旨
を

よ

り

く
わ

し
く

説
明
し

て
い

る

の

は

次
の

『

観
音
授
記

経
』

に

対
す

る

解
釈
で

あ
る

。

「

三

身
義
林
」

で

は
、

『

観
音
授
記
経
』

の

阿
弥
陀
仏
に

つ

い

て

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

　
觀
音
授
記
經
に

説
く

。

阿

彌
陀
佛
の

壽
命
は

無
量
な

る

も
、

百

千
萬
億
劫
に

は

當
に

終
極

有
る
べ

し
。

滅
度
の

後、

觀

世
音
菩

　

　
薩

、

明
相
出
時
に

七

寶

菩
提
樹
下
に

お

い

て

等
正

覺
を
成
じ

、

普
光
功
徳
山
王

佛
と

名
つ

く
。

國
は

衆
寶
普
集
莊
嚴
と

名
つ

く
。

　

　
阿
彌
陀
佛
國
に

勝
る
こ

と

百
千
萬
億
に

し

て

比
を
爲
す
べ

か

ら

ず
。

此
の

佛
滅
し

お

わ

る
に

、

大
勢
至

佛
を

成
じ

、

善
住

功
徳
寶

　

　
王

佛
と

名
つ

く

と
。

十
地
の

機
宜
先
ず
淳
熟
し
お

わ
る

。

故
に

彼
の

類
を

化
し

て

即
ち

身
に

佛
を

成
ず

。

先
ず
何
處
の

何
天

に

住

　

　
し

て
、

後
に

來
り

て

補
處
す
と

は

説
か

ず
。

即
ち
此
の

身
を

以
て

座
に

就
き

て

佛
を

成
ず

。

是
他
受
用
の

大
悲
の

所
熏
な
り

。

生

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
のソ

　

　
因
所
生
の

成
佛
の

相
な

り
。
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基の 仏身 ・仏土論

　
『

観
音

授
記
経
』

は

宋
（
四

二

九−

四
七

〇
年）

の

時

代
に

曇
無

竭
に

よ
っ

て

訳
さ

れ

た

が
、

阿
弥
陀
仏
の

涅

槃
と

観
音
菩
薩
の

補
処
が

説
か

れ

て

い

る

こ

と

か

ら
、

浄
影
寺
慧
遠
が

『

観
経
疏
』

の

中
で

阿
弥
陀
仏

応
身
説
の

根
拠
と

し

て

引
用

し
、

智
顎
や

吉
蔵
の

『

観
経

疏
』

中
に

も

そ

の

名
が

見
ら

れ

る
。

　

こ

の

『

観
音
授
記
経
』

に

つ

い

て
、

基
は

阿
弥
陀

仏
の

仏
身
を

直
接
問
題
に

せ

ず、

十
地

の

菩
薩
で

あ

る

観
音
菩
薩
が

機
縁
熟
し

て

先
に

成
仏
し
、

阿
弥
陀
仏
の

浄

土

を

補
処
す

る
と

い

う
点
に

注
目
し

て
い

る

の

だ

が
、

そ

の

背
景
に

は

基
が

整

理
し

た

菩
薩
の

種
類
と

成
仏
の

手
順
が

存
在
し

て
い

る
。

『

義
林
章
』

に

は

菩
薩
に

三

種
類

あ
る

こ

と

が

述
べ

ら

れ

て

お

り
、

そ
の

説

明
は

以

下
の

通
り
で

あ

る
。

　

　

教
に

説
く
に

、

菩
薩
の

種
類
に

三

有
り

。

一

に

は
一

生
所

繋
。

彌
勒
等
の

如
し

。

先
ず
人

中
の

身
に

處
す

れ
ば

、

一

生

所
繋
と

名

　

　
つ

く
。

佛
位
を
望
當
せ

ば
、

應
に

四
生

有
る

べ

し
。

人

天

の

本
有
及
び
二

の

中
有
な

り
。

七

生
等
の

如
き

は
一

大
生
と

名
つ

く
。

　

　
若

し

天

中
に

住
さ

ば
、

一

生
繋
と

稱
す

。

半
生

な

る

も
一

と

名
つ

く
。

一

本
有
の

故
に

。

智
度
論
に

彌
勒
の

三

生
を

説
く
は

、

人

　

　
中
に

在
る
こ

と

の

み

説
き

て

成
佛
の

身
を

除
く

。

故
に

三

と

説
く
な

り
。

二

に

は

最
後
身
・

三

に

は

坐

道
場
な

り
。

此
の

二

は

局

　

　
り
て

佛
身
を

成
ず
る

位
に

在
り

。

化
身
は

既
に

示

す
。

二

受
用
身
は

文
に

見
ず
と

雖
も
、

此

に

准
り

て

應
に

悉
す
べ

し
。

自
受
用

　

　
身
は

七
地

以
前
を

ば
】

生

繋
と

名
つ

く
。

八

地
以

後
は

最
後
身
と

名
つ

く
。

更
に

生
ず
る
こ

と

無
き

が

故
に

。

蓮
花
座
に

處
せ

ば

　

　
坐

道
場
と

名
つ

く
。

他
受
用

身
は

觀
音
の

前
身
の

如
き
を
一

生

所
繋
と

名
つ

く
。

觀
音
の

身
は

最
後
身
と

名
つ

く
。

七

寶
座
に

處

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
む

　

　
せ

ば

坐
道
場
と

名
つ

く
。

法
身
は

無
生

な

れ

ば

便
ち

是
の

義
無
し

。

　
こ

れ

に

よ

れ

ば
、

基

が

分
類
し

た

菩
薩
に

は

三

種
類
あ
る

。

第
冖

は
一

生
所

繋
の

菩
薩
で

あ

り
、

変
化
身
の

場
合
は

弥
勒
菩

薩
の

よ

う

に

兜
率
天
か

ら

下
り

、

人

身
を

得
る

菩
薩
を

指
し

て

い

る
。

自
受
用
身
は

人
と

し

て

の

生

涯

を

経
ず
に

得
る

仏
身
の

た

め
、

基
は
こ
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れ

を

得
る
べ

く
天

界
に

住
し
て

い

る

菩
薩
を
一

生

繋
と

呼
び

、

一

生
所
繋
と

区
別
し

て

い

る
。

自
受
用
身
の

場
合
は

、

最
後
の

分
段
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

 

死
の

相
を

取
っ

て
い

る

七
地
以

前
の

菩
薩
を
一

生

繋
と

し
、

他
受
用
身
の

場
合
は

観
音
菩
薩
の

前
身
の

よ

う
な

菩
薩
が
一

生
所

繋
で

あ

る

と

基
は

述
べ

て

い

る
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　

第
二

は

最
後
身
の

菩
薩
で

あ
り、

も

は

や
一

般
的
な

生

死
の

相
を

取
ら

な

く

な
っ

た

菩
薩
の

こ

と

で

あ

る
。

自
受
用
身
と

他
受
用

身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　（
32）

に

と
っ

て

の

最
後
身
と

は
、

第
八

地
以
降
の

変
易
生
死
の

菩
薩
の

こ

と

で

あ
る

。

　

第
三

は

坐

道
場
の

菩
薩
で

あ
り

、

変
化
身
と

な

る

菩
薩
に

つ

い

て

は

菩
提
樹
下
に

座
し

て

以

降
成
仏
す

る

ま
で

を
、

自
受
用

身
と

他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
33）

受
用
身
に

つ

い

て

は
、

淨
居
天
上

に

あ
る

大
自
在
宮
の

蓮
華
座
に

座
し

て

か

ら

成
仏
す

る

ま
で

を

指
し

て

い

る
。

　
こ

の

よ
う
に

、

基

は

菩
薩
に

三

種
類
あ
る
こ

と

を
述
べ

た
上
で

、

観
音

菩
薩
は

最
後
身
の

菩
薩
で

あ
り

、

『

観
音
授
記

経
』

に

「

觀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　（
34）

世
音
菩
薩

、

七
寶
菩
提
樹
下
に

お

い

て

結
加
趺
坐
し
て

等
正
覺
を

成
ず
」

と

述
べ

ら

れ

て

い

る

の

は
、

他
受
用
身
と

な

る

直
前
の

坐

道

場
の

菩
薩
で

あ
る
と

し

た
。

こ

れ
に

よ

れ

ば
、

普
光

功
徳
山
王

仏
と

な
っ

た

観
音
菩
薩
は

他
受
用
身
で

あ

り
、

そ
の

仏
国
土
は

他
受
用

土
で

あ
る

。

し

た
が

っ

て
、

第
十
地
の

菩
薩
で

あ
り

他
受
用
身
と

な
る

べ

き

観
音
菩
薩
を

教
化
し

て

い

た

阿
弥
陀
仏
も

、

ま

た

他
受
用

身
で

あ
る
と

い

う
説
が

成
り
立
つ

。

「

仏
土
章
」

の

第
一

釈
に

「

十
地
の

大
形、

當
に

補
處
す
べ

し

と

説
く
。

他
受

用

に

非
ざ
れ

ば

是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
35V

何
の

佛
な

る

や
」

と

基
が
述
べ

て

い

る

の

は
、

以
上

の

よ

う
な

論
理

が

背
景
に

あ
っ

て

の

こ

と

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

よ

う
に

し

て
、

基
は

阿
弥
陀
仏
化

身
説
の

有
力
な

根
拠
と

さ

れ

て

い

た

『

観
音
授
記
経
』

に

対
し

て

も
、

法

相
宗
独
自
の

思
想

に

基
づ

く
斬
新
な

解
釈
に

よ

り
、

他
受
用

身
と

し

て

判
断
し

う
る

こ

と

を

証
明
し
た

。
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基 の 仏身 ・仏土論

三

　
阿
弥
陀
仏
の

仏
格
判
定
の

背
景

　

以
上
の

こ

と

か

ら

わ

か

る

よ

う
に

、

基
は

法

相
宗
の

仏
身
・

仏
土

論
と

し

て

は

通

報
化
の

立

場
を

取
り

う

る
も

の

の
、

『

観
経
』

、

『

鼓
音
聲
経
』

、

「

観
音
授
記
経
』

と

い

っ

た

浄

土

経
典
に

対
し

て
、

そ

れ

ま

で

の

聖

道

諸
師
と

は

異
な

り
、

あ

え

て

他
受

用
身
と

し

て

の

阿
弥
陀

仏
を

強
調
す
る

立
場
を
取
っ

て

い

る

こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た
。

そ
し

て

こ

れ

ら

の

経
典
の

解
釈
は

、

「

仏
土

章
」

の

第
一

釈
で

あ
る

唯
報
説
の

根
拠
と
→

致
し

て
い

る
。

　
こ

の

唯

報
説

に

つ

い

て

は
、

望
月
が

す

で
に

そ

の

著
書
の

中
で

指

摘
し
て

い

る

が
、

兜
率
往
生
の

擁

護
と
い

う
基

の

信
仰
が

少
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　（
36 

ら
ぬ

影
響
を
与

え

て

い

る

と

思

わ

れ

る
。

そ

れ

が

最
も

明
確
に

表
れ

て

い

る

の

は
、

『

弥
勒
上
生

経
賛
』

中
の

「

第
四

往
生

難
易
」

の

節
で

あ
る

。

こ

れ

は

兜
率
天
と

西
方

浄
土
と

の

優
劣
を

比

較
し

、

往
生
の

難
易
に

つ

い

て

基
が

判
定
す
る

内
容
と
な
っ

て
い

る
が
、

基

は

ま

ず
最

初
に

、

西

方
浄
土
が

大
菩

薩
の

た
め

の

浄
土

で

あ

り
、

凡
夫
の

往
生
し

う

る

世
界
で

は
な

い

こ

と

を
、

経
典
や

論
書
を

用
い

て

証
明
し

よ

う

と

試
み

る
。

　
　
第
四

に

往
生
の

難
易
と
は

、

且
つ

西
方
は

天

親
の

淨
土

論
、

無
著
の

往
生
論
に

倶
に

言
う
が

如
し

。

報
土

に

女

人
及
び

根
缺

、

二

　
　
乘
種
は

生
ぜ

ず
と

。

又

阿

彌
陀
經
に

云
う

。

少
な
る

善
根
の

因
縁
に

て

彼
に

生
ず
る
こ

と

を
得
る

に

は

非

ず
と

。

又

言
う

。

其
の

　
　
中、

皆
是
阿
韓
跋
致
の

諸
の

大
菩
薩
な

り
と

。

又

觀
經
に

云
う

。

上
上

品
生
は

無
生
法
忍
を

得
。

須
臾
の

問
に

十
法

界
に

遍
し

。

　
　
諸
佛
に

奉
事
し

て

即
ち

受
記
を

得
上
．

單
生
は
「

吉
を

經
て

不

轟
を

得

示
劫
を

經
て

無
生
忍

を

得
上
．

雫
生
と
は

四

　
　
三

七

日
を

經
て

其
の

華
始
め

て

敷
き

了
り

、

了
り
て

方
に

説
法
の

音
聲
を

聞
く

。

三

小

劫
を

經
て

極
喜
地
に

住
す

。

中
品
上
生
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

剃

　
　
應

時
に

即

ち

阿

羅
漢
果
を

得
。

中
品

中
生

と

は

七

日

を
經
て

華

開
き
て

須
陀
疸
を

得
。

半
劫
を

逕
お

わ

り

て

阿
羅
漢
を

成
ず

。

中
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品

下
生
と

は

七

日
を

過
ぎ
お

わ

り

て

花
開
く

。

二

大
菩
薩
の

法
を

説
く
に

遇
い

、

」

小
劫
を

逕
て

阿
羅
漢
を

成
ず

。

下
品

上

生

と

　
　
は

七

七
日

を
經
て

花
敷
く

。

十
小

劫
を

經
て

具
に

百
法
明
門
を

得
、

初
地
に

入
る
こ

と

を
得

。

下
品
中
生
と
は

六
劫
を

經
て

蓮
花

　
　

乃
ち

敷
く

。

二

菩
薩
の

説
法
を

聞
き
、

無
上

道
の

心
を

發
す

。

下
品

下
生
と

は

十
二

大
劫
を

經
て

蓮
花
乃
ち

開
く

。

説
法
を

聞
き

　
　
お

わ

り
て

方
に

道
心
を
發
す

。

百
法
明
門
を

え

て

初
地
を

得
と

説
く

。

豈
に

阿
羅

漢
の

初
地
に

勝
ら

ん

や
。

又

中
品
生
は

阿
羅
漢

　
　
を

得
、

下
品
は

始
め

て

發
心
す

。

即
ち

迂
會
の

者
の

直
往
に

勝
ら
ん

や
。

又
言
う

。

須

陀
沮
等
を

得
と

。

豈
に

片
時
の

修
に

由
る

　
　
が

故
に

、

遂
に

便
ち

果
を

得
る

や
。

處
處
に

皆
阿
羅
漢
果
を
説
く
も

、

若
し

練
根
の

者
に

し
て

六

十
劫
に

て

成
ず

。

豈
に

小
善
に

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
37V

　
　

由
り

て

遂
に

生
死

を
超
え

、

利
根
の

阿
羅
漢
を
成
ず
る

や
。

　
基

は

最
初
に

世
親
の

『

浄
土

論
』

を

引
き
、

西
方
浄
土
に

女
人
や
二

乗
な

ど

は

い

な
い

こ

と

を
述
べ

る

が
、

こ

れ
が

他
受
用

土
を

意

識
し

て

の

引
用

で

あ
る
こ

と
は

、

『

義
林
章
』

に

お

け

る

『

鼓
音

聲
経
』

の

解
釈
を
見
れ

ば

明
ら

か

で

あ
る

。

　

続
く

『

阿
弥
陀
経
』

の

引
用

箇
所
も

、

不
退

転
の

位
に

い

る

大

菩
薩
が

西
方
浄
土
に

は

多
数
い

る
こ

と

を

述
べ

る

た

め

の

も
の

だ

が
、

基
は

『

法

華
玄
賛
』

（
大
正

蔵
三

四

巻
・

六
七
二

頁
中）

に

お

い

て
、

十
信
の

第
六

段
階
を

信
不

退
、

十
住
の

第
七

段
階
を

位
不
退

、

初
地
以
上

を

證
不
退

、

八

地
巳

上
を

行
不
退
と

名
付
け

て

い

る
。

こ

こ

で

は
大
菩
薩
と
い

う

言
葉
を

用
い
、

西
方
浄
土

が

報
土
で

あ

る

こ

と

を

『

浄
土

論
』

の

引
用
で

示
唆
し

て

い

る

こ

と

か

ら
、

お

そ

ら
く
行
不
退
の

意
味
で

「

阿
韓
跋
致
の

諸
の

大
菩
薩
」

と

言
っ

て

い

　
　
　

　
　（
38）

る
の

で

あ
ろ

う
。

　
さ

ら

に
、

『

観
経
』

の

九
品

の

説
と

そ

の

果
に

つ

い

て
、

基

は

「

豈
に

阿
羅
漢
の

初
地
に

勝
ら

ん

や
」

な
ど

と

述
べ

て
い

る

が
、

こ

れ
は

経
典
に

は

中
品

の

往
生
人
が

阿
羅
漢
果
を

得
、

下
品
の

往
生
人
が
初
地
に

入

る

と

説
か

れ

て
い

て

も
、

実

際
に

は

あ
り
得
な
い

と

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

商）

い

う
こ

と

を
主

張
し
て

い

る

と

思
わ

れ

る
。

声
聞
が

阿
羅
漢
果
を

得
る

た

め

に

は
、

最
長
で

六

十
劫
か

か

る

と

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

（760） 132
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基 の 仏身 ・仏土論

ら
、

念
仏
な
ど

の

小
善
に

よ
っ

て

そ

れ

が
一

足
飛
び
に

得
ら

れ

る
こ

と

は

な
い

と

基
は

述
べ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

で

は
、

仏
説
で

あ
る

浄
土

経
典
の

文

言
を
い

か

に

解
釈
す
べ

き
か

に

つ

い

て
、

基

は

次
に

別
時
意
説
を

挙
げ

て
こ

れ

を

説
明
す

る
。

　

　
又

對
法
の

第

十
二

卷
に

云
う

。

別
時
意
趣
と
は

、

若
し

極

樂
世
界
に

生
ぜ

ん

と

願
う
こ

と

有
ら

ば

皆
往
生

す
る

こ

と

を

得
と

説
く

　

　
が

如
き
は
、

意
は

別
時
に

在
り

と
。

故
に

攝
大

乘
に

云
う

。

譬
う
る
に
一

錢
に

て

千
錢
を

得
る
が

如
し

。

意
は

別
時
に

在
り

。

唯

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
れ　

　

　
だ
發
願
に

由
り
て

即
ち

生
ず

る

こ

と

を

得
る
に

は

非
ず

と
。

別
時
意
説
は

真
諦
訳
『

摂
大
乗
論
』

な

ど

が

中
国
で

流
布
し

て

以
降

、

浄
土
教
の

主
張
す
る

念
仏
に

よ

る

凡
夫

報
土

往
生
に

対
し

て
、

し
ば

し
ば

な

さ

れ

て

き

た

反
論
で

あ

る
。

玄
奘
訳
の

世
親
『

摂
大
乗
論
釈
』

に

は
、

別
時
意
趣
に

つ

い

て

　

　
別
時
意
趣
と

は
、

謂
く
此
の

意
趣
は

嬾
惰
の

者
を

し

て
、

彼
を

し

て

彼
の

因
に

由
り、

彼
を

し
て

彼
の

法

に

於
い

て

精
勤
修

習
せ

　

　
し

め
、

彼
を
し

て

彼
の

善

根
の

皆
増
長
す
る

こ

と

を

得
せ

し

む

る

も

の

な

り
。

（
略
V

有
る

説
に
一

金
錢

に

由
り

て

千
金
錢

を
得

　

　
と

言
う
が

如
し

。

豈

に
一

日
に

お

い

て

を
や

。

意
は

別
時
に

在
り

。

一

金

錢
は

是
千
を

得
る

の

因
に

由

る
が

故
に

此
の

説
を
作

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　　
む　

　

　
す

。

此
も

亦
是
の

如
し

。

唯
だ

發
願
の

み

に

由
り
て

便
ち

極
樂

世
界
に

往
生
す

る
こ

と

を

得
と

は
、

當
に

知
る

べ

し

亦
爾
な

り
。

と

あ
り

、

一

枚
の

金
銭
に

よ
っ

て

千
枚
の

金

銭
を

得
た

と

言
っ

て

も

そ
れ

は

即
時
で

は

な

く

別
の

時
期
の

話
で

あ
る

よ

う
に

、

発

願
に

よ
っ

て

西
方
浄
土
に

往
生
す

る
と

い

う
教
え

も
死

後
直
ち

に

で

は

な

く
、

後
の

話
で

あ
る

、

と

説
か

れ

て

い

る
。

こ

れ

は

怠
け
て

修
行

し
な
い

者
へ

の

方

便
の
一

種
で

あ
る

が
、

即
時
の

往
生
が

認
め

ら

れ

な
い

と
い

う
こ

と

は
、

西
方
浄
土

が

高
位

の

仏
土

で

あ
る
こ

と
に

よ
っ

て
い

る
。

基

は
こ

れ
を
指
摘
し

て
、

西
方
往
生

が

決
し

て

容
易
で

は

な
い

こ

と

を
主
張
し

た

の

で

あ
る

。

　

別
時
意

説
に

よ

り
、

念

仏
の

み

の

往
生
が

困
難
で

あ

る

こ

と

を
述
べ

た

上

で
、

　

　
又
佛
の

毫

相
は

五

須
彌
の

如
し

。

豈

に

凡
と

地

前、

能
く

此
の

相
を

見
る

や
。

身
量
の

大
小
は

、

初
地

に
て

得
る
べ

き

所

見
な

133 〔761）
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れ　

　
　
り

。

凡
の

若
し

能
く
見
れ

ば
皆
超
越
を

爲
さ

ん
。

と

し

て
、

基
は

『

観
経
』

の

阿
弥
陀
仏
の

相
は

初
地
の

菩
薩
の

所
見
で

あ

る
か

ら
、

凡
夫
や
二

乗
は

念

仏
三

昧
を
し

て

も
こ

の

相
は

見

ら

れ

な
い

と

す

る
。

こ

れ
が

『

義
林
章
』

で

も

取
り
上
げ
ら

れ

て
い

た
こ

と

は
、

先
に

検
討
し

た

と
お

り
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う

な

基
の

主
張
に

は
、

お

そ

ら

く

浄
土

教
が

兜
率
天

を

低
く

見
て

き
た

こ

と

に

対
す

る

反
論
の

意

味
が

込
め

ら

れ
て

い

る
。

西
方

往
生
と

兜
率
往
生
の

信
仰
は
長
く

共

存
し

て

き

た
が

、

道
綽
や

迦
才
が

両
者
の

優
劣
を

考
察
し
て

西
方
浄
土
に

軍
配
を
上

げ
て

以

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　（
43）

降
、

兜
率
往
生
は

西
方
往
生
よ

り
も

低
く

見

な

さ

れ

る
こ

と

と

な
っ

た
。

こ

の

経
緯
に

つ

い

て

は
、

金
子

寛
哉
の

研
究
に

詳
し
い

が
、

師
で

あ
る

玄
奘
に

倣
い

、

自
ら

も
熱
心

な

兜
率
天
願
生

者
で

あ
っ

た

と

さ

れ

る

基
は

、

浄
土
教
が

西
方
浄
土
を

報
土

と

主
張
し

て

い

る

こ

と

を

逆
手
に

取
り

、

報
土
で

あ
る

が

故
に

凡

夫
は

往
生
で

き

な
い

こ

と

を
、

こ

の

場
で

論
じ

て
い

る

と

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

　
一

方
、

西
方
浄
土
と

は

逆
に

、

兜

率
天

に

つ

い

て
は

、

　
　
又

淨
土
は

多

樂
に

て

生
を

欣
ぶ

者
多
し

。

厭
心
深
か

ら

ざ
れ

ば
、

念
ず
る

も

福
少
な
か

ら
し
む

。

奇
特
に

非
ざ

る

が

故
に

。

惡

處

　
　
は

多
苦
に

し
て

生
を
欣
ぶ

者
少
し

。

厭
心

深
重
な
る
が

故
に

、

念
ず
れ

ば

福
多
し

。

甚
だ

希
奇
な

れ

ば

な

り
。

故
に

佛
力
を

知

る

　
　
と

雖
も

、

念
じ
て

亦
生
ず
べ

し
。

聖
教
不

同
な
れ

ば
、

屡
生
心

惑
う

。

知
足
天
宮
は

同
し

く
此
の

界
に

在
り

。

外
道

、

内
道、

大

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　
ぬ　

　
　

乘
、

小

乘
、

共
に

信
許
す
る
所

な

り
。

既
に

是
化
身
な

れ

ば
、

決
定
し
て

生
ず
る
こ

と

を

得
。

と

し

て
、

基
は
こ

れ

を

悪
所
と

述
べ

つ

つ
、

兜
率
天
へ

は

誰
も

が

往
生
す
る

こ

と

が

で

き
、

そ

の

最
大
の

理
由
は

弥
勒
菩
薩
が

化
身

で

あ
る

か

ら
だ
と

し
て

い

る
。

浄
土
教
は

西

方

浄
土
の

阿
弥
陀
仏
を

化
身
と

す
る
こ

と
に

否
定
的
で

あ
っ

た

が
、

基
は

む

し
ろ

弥

勒
の

化

身
説
を

積
極
的
に

自
身
の

信
仰
の
擁

護
に

利
用

し

て

い

る

と

言
え

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
45）

　
ま

た
、

基
は

こ

の

前
後
に

お

い

て
、

「

彌
陀
と

彌
勒
と

を
念
ず
る
に

、

功
徳
に

差
別
有
る
こ

と

無
し

」

と

述
べ

て

い

る

ほ

か
、

（762） 134
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或
は

釋
有
り
て

言
う

。

西
方
に

生
ず
れ

ば
決
定
し

て

退
せ

ず
。

兜
率
に

生

ず
れ

ば

或
は

退
有
る

べ

し
。

故
に

生

ず
る

こ

と

を
願
わ

　

　

ず
と

。

理
は

亦
然
ら

ず
。

此
の

經
に

亦

言
う

。

諸
有
の

彌
勒
如

來
に

敬

禮
し

て
、

名
を

聞
き

名
を

稱
え

る
に
、

暫
く
豪

光
を

覩

　

　

る
。

下
は

彌
勒
の

所
説
の
｝

句
法

義
を

聽
聞
し

て

歸
依
す
る
に

至
る

。

彼
に

生
ず
れ

ば
定
め

て

無
上
正

覺
に

お

い

て

退
せ

ず
。

無

　

　

量
劫
の

罪
皆
蠡
く
消
滅
し

、

無
量
の

善
法
運
運

に

生

長
す

。

故
に

彌
勒
を

見
る

に

彼
の

所
に

生

ず

る
こ

と

を
得
と

。

天

女
と

種
種

　

　

の

侍
衞
有
り
と

雖
も
、

或
は

佛
菩

薩
の

化
爲
せ

る

所
な

り
。

或
は

實
の

天

女
に

し
て

彼
能
く
不
退
の

法
を

説
く

を

聞
く

。

欲
の

過

　

　

患
を
厭
え
ば

必
ず
や

退
轉
無
し

。

佛
力
の

加
わ

る

所
な

れ

ば

心
に

決
定
を

生
ず

。

豈
に

欲
界
に

由
ら

ば
即

ち

皆
退
せ

ん
や

。

位
の

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　

　

不
退
に

至

ら

ば

處
處
皆
不

退
な

り
。

未
だ

不

退

に

至

ら

ず
ん

ば
、

彼
は

何
ぞ

必
ず
や

不
退
な

ら

ん
。

と

し

て
、

兜
率
天
で

あ
っ

て

も

不
退

転
の

位
に

至

る
こ

と

は

可
能
で

あ
る

と

述
べ

る

な
ど

、

そ

の

功
徳
を
西
方

浄
土
に

近
づ

け

る
か

た

ち

で

兜
率

往
生
を
礼

賛
し

て

い

る
。

弥

勒
信
仰
と

弥

陀
信
仰
は

類
似
点
が

多
い

が
、

基
は

「

往
生

の

難
易
」

と

い

う

点
に

お

い

て
、

仏

身
・

仏
土
論
を
用
い

て

両

者
の

違
い

を

明
ら

か

に

し

た

上

で
、

功
徳
に

は

差
が

な
い

こ

と

を

付
け

加
え
、

万

人

に

兜

率
往
生
を

勧
め

て

い

る
と

言
え

る
。

四

　
結
論

　

以

上
の

研
究
に

よ

り
、

基
は

基

本
的
に

は

自
性
・

受
用
・

変
化
の

三

身
三

土

説
を

と

っ

て
い

る

が
、

阿
弥

陀
仏
に

つ

い

て

は

斬
新
な

解
釈
に

よ
っ

て
、

変

化
身
の

み

な

ら

ず

他
受
用
身
と

し

て

も

判
断
し

て

お

り、

む

し

ろ

そ

れ

を
積
極
的
に

主

張
す

る

箇
所
が

多
数
あ
る

爾

こ

と

が

判
明
し

た
。

『

弥
勒
上
生

経
賛
』

に

関
し
て

は
、

書
物
の

持
つ

性
質
上

、

そ

の

内
容
が

弥
勒
信

仰
の

顕

揚
に

あ
る

こ

と

は

言
う

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

爛

ま
で

も

な

く
、

そ
こ

で

主

張
さ

れ

る

西

方
浄
土

の

位

置
づ

け

の

み

が

基
の

阿
弥
陀
仏
・

西
方
浄
土

観
で

あ
る

と

結
論
づ

け

る
の

は

早
計
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で

あ
ろ

う
。

し
か

し
、

『

義
林
章
』

と

『

弥
勒
上
生

経
賛
』

と

は

仏

身
・

仏
土

論
に

関
し
て

重

複
し

た

記
述
が

多
く

、

逆
に

阿
弥
陀
仏

を

変
化
身
と

し

て

論
証
す

る

箇
所
は

ど

ち
ら

に

も

ほ

と
ん

ど

見
ら

れ

な
い

。

基
の

唯
報
説
は

あ
く
ま

で

別
時
意
に

基
づ

い

た

も
の

で

あ

り
、

凡
夫

報
土

往
生
を
唱
え
る

善
導
ら

と

は
一

線
を

画
し

て
い

る

が
、

弥
陀

化
身
説
お

よ

び

通
報
化
説
が

聖

道
論
師
の
一

般
的
な

見
解

で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る

時
代
に

、

あ
え

て

唯
報
説
を

強
調
し

弥
勒

信
仰
の

擁
護
と

関
わ
ら

せ

る

点
に

、

基
の

発
想
の

独
自
性
が

表
れ

て

い

る

と

言
え

よ

う
。

　

な

お
、

『

義
林
章
』

に

お

い

て

唯
報
説
が

説
か

れ

る
一

方
、

弥
陀

通
報
化
説
は

『

阿
弥

陀
経
疏
』

、

『

西
方
要
決
』

な

ど
、

真
偽
が

明

ら
か

で

は

な
い

文
献
に

お

い

て

用
い

ら

れ

て

い

る
。

基
は

確
か

に

通
報
化
説
を
否
定
し

て

は
い

な
い

た

め
、

こ

れ
ら

が

通

報
化
説
で

あ

る
こ

と
が

即
ち

偽
撰
で

あ
る

こ

と

に

直

結
す

る
と

は

言
え

な
い

が
、

こ

れ

ら

の

真
撰
問
題
を

扱
う
際
に

は

『

義
林
章
』

の

唯

報
説
お

よ

び
、

そ
こ

で

根
拠
と

さ

れ

た

様
々

な

浄
土

経
典
の

解
釈
も

考
慮
す

る

必
要
が

あ
る
こ

と

を
、

今
回
の

研
究
で

指
摘
し

た
い

。
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註
（

1
）

　
『

大
正

蔵
』

六

六
巻、

五

八
五
頁
下
−

五

八

六

頁
中

。

（
2

）

　
『

大
正

蔵
』

六

六
巻、

五

八
六
頁
中

。

（
3）

　
望
月

信
亨
『

浄
土

教
之
研

究
』

金

尾
文
淵
堂、

一

九
三

〇

年、

四

三

六
ー

五
｝

二

頁
。

同
『

支
那

浄
土

教
理
史
』

法

蔵
館、
一

九
四

二

年、

二

〇

　
　
三

ー
二

〇
五

頁
。

（
4）
　
佐
々

木
月
樵
『

支
那
浄
土
教

史
』

上
巻、

無
我
山
房

、

】

九
二

六

年
、

二

五

六
−

二

六
〇
頁

。

（
5）

　
望
月
は

前
掲
『

支
那
浄
土
教
理
史
』

に

お

い

て
、

『

義
林
章
』

仏
土
章
に

唯
報
説
と

通
報
化

説
が

共
に

説
か

れ

て

い

る

こ

と

を

述
べ

た

上
で
、

基
の

　
　

立
場
は

唯
報
説
に

あ
る

と

判

定
し
て

い

る
。

一

方、

佐
々

木
は

前
掲
書
に

お

い

て
、

基
が

通
報
化
説
を

用
い

て

西
方

浄
土
へ

の

凡
夫
往
生
を
勧
め
る

こ

　
　
と

は

『
弥
勒
上
生

経
賛
』

と

矛
盾
し

な
い

と

述
べ
、

基
は

通

報
化
説
を
取
っ

た

と

解
釈
し
て

い

る
。

（
6）
　
大
南

龍
昇
「

慈
恩
大

師
の

浄
土
観
」

（

『

仏
教
論
叢
』

第
】

五

号、

一

九
七
一

年）
、

三

五

−
四

四
頁

。



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

基の 仏身 ・仏土論

27　26　　　　25　24　23　22　21　20　19　18　17　工6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　）　　　　） 　　　　） 　　　　） 　　　　）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ

15　　　　14　13　12　11　10　 9　　　　　8　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　LY　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　頁　　　　o

　
齊

藤
舜

健
「

伝
慈

恩
大

師
撰
『
阿
弥
陀
経
疏
』

の

仏
身
・

仏
土

論
」

（
『

印
度

学
仏
教
学

研
究
』

第
四

二

巻
第
二

号
、

一

九

九
六

年）
、

二

一

八

　
二

二
一

頁
。

　
基
の

弥

陀
身
土

論
に

関
す
る

研
究
の

経
緯
に

つ

い

て

は、

小
沢

勇
慈
「

慈
恩
大

師
の

阿

弥
陀
経
註
疏
に

つ

い

て
」

〔
『

大
正
大

学
大
学
院
研
究
論
集
』

第
二

号
、

一

九
七
八

年）
、

＝

五

ー
一

二

八

頁
に

詳
し
い

。

　
『

大
正

蔵
』

四

五

巻
、

　
　
　
　
　
　

　
　
　

三

五

八

頁

下
−

三

五

九
頁
上

．

　
『

大
正

蔵
』

四

五

巻
、

　
　
　
　
　
　

　
　
　

三

五

九
頁
上

。

　
『

大
正

蔵
』

四

五

巻
、

　
　
　
　
　
　

　
　
　

三

五

九
頁
上

。

　
『

大
正

蔵
』

二
一

巻、

　
　
　
　
　
　

　
　
　

五
一

頁
上

。

　
『

大
正

蔵
』

四

五
巻、

　
　
　
　
　
　

　
　
　

三

六
五
頁

中
。

　
齊
藤
前

掲
論
文、

大
南

前
掲
論
文、

望

月
前
掲
書、

神

子
上
恵

龍
『

弥
陀

身
土
思
想
の

展
開
』

永
田
文

昌
堂

、

一

九
五

〇

年、

三

四

〇
1
三

四
六

　
『

大
正

蔵
』

四

五
巻、

三

七
一

頁
中
−

下
。

　
『

大
正

蔵
』

三

七
巻、
一．
＝

一

上
。

　
齊
藤
前
掲
論
文

、

二

一

九

頁
。

大

南
前
掲
論
文

、

三

九

頁
。

　
佐
々

木
前
掲
書、

二

六

七

頁
以

下
。

大

南
前
掲
論

文
、

三

九

頁
。

　
望

月
前
掲
『
支
那
浄
土
教
理
史
』

、

二

〇
五

頁
参
照

。

望

月
前
掲
『
支
那
浄
土
教
理
史
』

、

二

〇
四
頁
参
照

。

　
『

大
正
蔵
』

四
五

巻
、

三

六

四
頁
下

。

　
『

大
正
蔵
』

一

二

巻
、

三

四

三

頁
中

D

　
こ

れ
と

ほ

ぼ

同

様
の

内
容
が
、

『
弥
勒
上

生

経
賛
』

（
『

大
正

蔵
』

三

八

巻、

二

七
三

頁
下）

に

も
見
ら

れ

る
。

　
『

大
正

蔵」

四

五

巻
、

三

六
四

頁

下
。

　
『

安
楽
集
』

（
『

大
正

蔵
』

四

七

巻、

六

頁
上
）

参
照

。

こ

こ

で

道
綽
は

『

鼓
音
聲

経
』

の

阿
弥

陀
仏
は
化

身
で

あ
り、

安
楽
国
の

阿
弥
陀
仏
は

報
身

で

あ
る

と

の

解
釈
を
示
し
て

い

る
。

　
『

大
正

蔵』

二

六

巻、

二

九
二

頁

下
。

　
『

大
正

蔵』

四

五

巻、

三

七
三

頁

中
。
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（

28
）
　
『

弥
勒
上
生

経

賛
』

（

『

大
正

蔵
』

三

八

巻
、

二

七
四

頁
上）

に

も

同

様
の

主
張
が

見
ら

れ

る
。

（

29
）
　
『

大
正

蔵
』

二

六
巻、

二

三
一

頁
上

。

（

30
）
　
『

大
正

蔵
』

四

五

巻、

三

六
四
下
−
三

六

五

頁
上

。

（

31
）
　
『

大
正

蔵
』

四

五
巻、

三

六
五

頁
中

。

（

32
∀
　
な
お、

変
化
身
の

仏
と

な

る

菩

薩
の

最
後
身
に

つ

い

て

は
、

『

瑜
伽
師
地
論

略
纂
』

巻
第
十
一

に
、

「

論
の、

他
の

神
通
を

制
す
よ

り
中、

究
竟
の

菩

　

　
薩、

一

生

所
繋、

或
は

最
後
有
の

所
有
せ

る

神
通
ま

で

を

解
す
れ

ば
、

謂
く
覩
史
多
天

に

住
し、

唯
此
と

彼
と

彼
の

生
の

み

有
り

。

此
の
一

生
を
蠱
く

　

　
さ

ば
一

生

補
處
と

名
つ

く
。

或
は

最
後
身
と

は、

謂
く
已
に

欲
界
に

生

じ、

即
ち

此
の

身
に

て

成
道
す

。

此
の

身
は

生
死
の

身
と
爲
し
、

最
後
の

有
な

　

　
る

が

故
に、

最

後
身
と

名
つ
く

。

又
因
み

に

即
ち

坐

道
場
の

菩
薩
を

解
せ

ば
、

謂
く

菩
提
樹
下
に

坐
し、

未
だ

成
道
を

得
ざ
る

よ
り
以
來
を

、

坐
道

場

　

　
と

名
つ

く
。

」

（
『
大
正
蔵
』

四

三

巻、

＝
二

八

頁
下）

と

述
べ

、

人

身
を

受
け
た

状
態
で

成
道
す

る

菩
薩
を

最
後
身
と

し
て

い

る
。

即
ち、

変
化

身
と

　

　
な
る
一

生

所
繋
の

菩
薩
の

中
で

、

欲
界
に

生
じ
て

以

降
の

状
態
を

指
し

て

い

る
の

で

あ
ろ

う
。

（

33
）
　
大
自
在
宮
で

の

第
十
地
の

菩
薩
の

成
仏
に

つ

い

て

は、

瑜
伽
行
唯
識
学
派
の

独
自
の

説
の

よ

う
で

あ
る

。

基
は

『

述
記
』

（
『

大
正

蔵
』

四
三

巻、

四

　

　
九
八

頁
中）

に

お

い

て、

大
自
在
宮
の

こ

と

は

『

解
深

密
経
』 、

『

瑜
伽
師
地
論
』

、
『

対

法
論
（

阿
毘
達
磨
雑
集
論）
』 、

『

顕
揚
聖

教
論
』

な

ど
に

書
か

　

　
れ

て

い

る

と

述
べ

て

い

る

が、

こ

れ

ら
が

全
て

唯
識
学
派
の

経
典
・

論
書
で

あ
る

こ

と

か

ら

も、

こ

の

こ

と

は

明
ら
か

で

あ
ろ

う
。

（

34
∀
　
『

大
正

蔵
』

＝
］
巻、

三

五

七
頁
上。

（

35
）

　
こ

の

三

種
類
の

菩
薩
に

つ

い

て

は、

『

弥
勒
上
生
経
賛
』

（
大
正
三

八

巻、

二

七
四

頁
下
）

に

全
く

同
じ

分

類
が

紹
介
さ

れ
て

い

る
。

ま

た
、

同
二

七

　

　
四

頁
上
ー

中
に

か

け
て

は
、

『

鼓
音
聲
経
』

な

ど
を
西
方
浄
土
報
土

説
の

根
拠
と

し
た

上
で

、

そ

れ
で

も

納
得
が

い

か

な

い

場

合
へ

の

教
証
と

し

て
、

　

　
『

観
音
授

記
経
』

を
『

義
林
章
』

と

同
様
に

引
用
し

て

い

る
。

（

36
）
　
望
月
前

掲
『
支
那
浄
土
教
理

史
』

、

二

〇
七

頁
。

（

37
∀
　
『

大
正

蔵
』

三

八
巻、

二

七

七
頁
上

。

（
38
）
　
不
退
の

菩
薩
に

関
す

る
類
似
し
た

記
述
は、

『

述
記
』

（

『

大
正
蔵
』

四
三

巻、

三

四

二

頁
上
−
中）

に

も
あ
る

。

深
浦
正

文
『
唯

識
学
研
究
』

巻
下、

　

　
永
田

文

昌
堂、

｝

九
六

八
年、

二

六

六

ー
二

六
七

頁
に

よ

れ

ば
、

初
地
を
不
退
と

す

る

の

は

難
陀
な

ど

の

説
で

あ
り、

八

地
已
上
を

不
退
と

す

る

の

は

　

　
護
法
の

説
で

あ
っ

て、

基
は

護
法
を

正

義
と

し
て

い

る

と

い

う
。

（

39
）
　
『

倶

舎
論
』

巻
二

三

（
『

大
正

蔵
』

二

九
巻、

一

二
一

頁
上
）

に

は、

声
聞
の

三

生

成
仏
が

説
か

れ

て

い

る

の

み

で

あ
る

が、

深

浦
前

掲
書、

六

七

　

　
二

ー
六
七
三

頁
に

よ

る

と
、

こ

れ

ら

三

生
に

そ
れ

ぞ

れ

二

十
劫
を

当
て

て
、

声
聞
が

阿
羅
漢
果
を

得
る

ま

で

に

最
長
で

六

十
劫
と

す

る

説
が

あ
る

と

い

　

　
う

。
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（
40）
　
『

大
正
蔵
』

二

八

巻、

二

七
七
頁

中
。

（
41）
　
『

大
正
蔵』

三
一

巻、

三

四

六
頁

中
。

（
42
）
　
『

大
正
蔵
』

三

八

巻、

二

七
七
頁

中
。

（
43）
　
金

子
寛
哉
「

弥
陀
弥
勒
両
信
仰
に

つ

い

て
」

　

　
六

五

頁
。

（
44
）
　
『

大
正
蔵
」

三

八

巻、

二

七
七
頁

中
−
下

。

（
45
）
　
『

大
正
蔵
』

三

八

巻、

二

七
七
頁

中
。

（
46）
　
『

大
正
蔵』

三

八

巻、

二

七
七
頁

下
。

（
『

イ
ン

ド

文
化
と

仏
教
思
想
の

基
調
と

展
開』

第
二

巻、

山

喜
房
仏
書

林、

二

〇

〇
三

年）
、

四

三

1
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